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主な記事
2・3面 自治労第99回定期大会

コラム「労働組合加入率、職場にどんな影響が？」
被爆80周年原水爆禁止世界大会 広島大会
「狭山事件の第4次再審請求において鑑定人の証人尋問を
おこない再審を開始することを求める署名」にご協力を！

4面 私のおすすめ（三鷹市職員労働組合 執行委員長 福田 浩久）
第45回全国保育集会

企 画 総 務 局

再再任任用用のの一一時時金金水水準準据据ええ置置ききにに強強いい不不満満
人
事
院
、34
年
ぶ
り
に
3
％
超
の
賃
上
げ
を
勧
告

8
月
7
日
、
人
事
院
は
政
府
な
ら
び
に
国
会
に
対
し
て
、
2
0
2
5
年
の
国
家
公
務
員
給
与

に
つ
い
て
、
月
例
給
を
1
5
、0
1
4
円
（
3
・
62
％
）
引
き
上
げ
、
一
時
金
の
支
給
月
数
は

年
間
4
・
65
月
（
0
・
05
月
引
上
げ
）、
再
任
用
職
員
も
同
月
数
を
引
き
上
げ
、
年
間
2
・
45

月
と
す
る
勧
告
・
報
告
を
行
っ
た
。
俸
給
表
の
配
分
は
中
高
年
層
も
含
め
9
、5
0
0
円
以
上

の
引
き
上
げ
と
と
も
に
自
動
車
等
使
用
者
の
通
勤
手
当
の
改
善
、
駐
車
場
の
利
用
に
対
す
る
通

勤
手
当
の
新
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
再
任
用
職
員
の
一
時
金
水
準
に
つ
い
て

は
、
今
回
も
見
直
し
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
引
き
続
き
の
課
題
と
し

て
さ
ら
な
る
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

2
0
2
5
人
事
院
勧
告
・
報

告
は
人
事
行
政
諮
問
会
議
の
最

終
提
言
を
踏
ま
え
、
官
民
給
与

比
較
に
お
け
る
比
較
企
業
規
模

に
つ
い
て
、
2
0
0
6
年
に
不

当
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
「
50
人

以
上
」
を
「
1
0
0
人
以
上
」

に
戻
し
、
本
府
省
職
員
に
つ
い

て
は
1
9
9
1
年
以
降
、
東
京

23
区
の
企
業
規
模
「
5
0
0
人

以
上
」
を
「
1
、0
0
0
人
以

上
」
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
直

し
を
踏
ま
え
、
本
府
省
手
当
や

特
地
勤
務
手
当
な
ど
の
見
直
し

を
含
め
た
月
例
給
の
引
き
上
げ

改
定
率
を
3
・
62
％
と
し
た
。

改
定
率
が
3
％
を
超
え
た
の

は
、
1
9
9
1
年
以
来
34
年
ぶ

り
と
な
る
。
し
か
し
、
今
回
の

勧
告
で
は
改
定
率
3
・
62
％
の

う
ち
、
本
府
省
職
員
の
比
較
対

象
規
模
の
拡
大
に
か
か
る
引
上

げ
相
当
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。

東
京
都
や
特
別
区
を
は
じ
め
と

す
る
各
人
事
委
員
会
勧
告
の
基

礎
と
な
る
公
民
比
較
に
お
い

て
、
本
府
省
職
員
に
該
当
す
る

比
較
対
象
は
な
い
。
報
告
の
中

で
は
、
本
府
省
職
員
の
比
較
対

象
の
見
直
し
を
し
な
か
っ
た
場

合
の
官
民
比
較
は
2
・
87
％

（
1
1
、8
9
1
円
）
と
さ
れ

て
い
る
。
連
合
春
闘
の
最
終
集

計
（
第
7
回
・
7
／
1
）
で
は
、

「
賃
上
げ
分
が
明
確
に
わ
か
る

組
合
」
の
集
計
結
果
は
3
・
70

％（
1
1
、7
2
7
円
）で
あ
り
、

2
0
2
5
春
闘
に
お
け
る
民
間

組
合
の
懸
命
な
交
渉
成
果
の
反

映
が
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
極
め
て
不
満
が
残
る
。

全
世
代
で
賃
上
げ
進
む
も

再
任
用
職
員
に
課
題

一
方
で
、
俸
給
表
の
配
分
は

大
卒
初
任
給
を
1
2
、0
0
0

円
、
高
卒
初
任
給
を
1
2
、3

0
0
円
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
つ

つ
、
す
べ
て
の
級
・
号
俸
で
2

・
7
％
以
上
の
引
き
上
げ
と
な

り
、
中
高
年
層
も
含
め
9
、5

0
0
円
以
上
、
再
任
用
職
員
は

8
、5
0
0
円
以
上
の
引
き
上

げ
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
全
国

の
組
合
員
に
よ
る
個
人
署
名
6

4
4
、5
1
3
筆
の
重
み
、そ
し

て
署
名
を
背
景
と
し
た
自
治
労

・
公
務
員
連
絡
会
の
強
い
要
求

を
一
定
程
度
反
映
し
た
も
の
と

受
け
止
め
ら
れ
る
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
0
・

05
月
分
を
引
き
上
げ
、
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
に
均
等
に
配

分
し
、
年
間
4
・
65
月
（
期
末

2
・
5
2
5
月
、
勤
勉
2
・
1

2
5
月
）
と
す
る
。
再
任
用
職

員
も
同
様
の
引
き
上
げ
月
数
と

し
、
年
間
2
・
45
月
（
期
末
1

・
4
2
5
月
、
勤
勉
1
・
0
2

5
月
）
と
し
た
。
こ
の
間
、
都

本
部
と
し
て
も
最
重
点
課
題
と

し
て
再
三
に
渡
り
、
自
治
労
本

部
に
要
請
し
て
き
た
再
任
用
職

員
の
一
時
金
水
準
の
改
善
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
勧
告
で
見
直

し
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
き

わ
め
て
遺
憾
だ
。
公
務
労
協
地

方
公
務
員
部
会
は
、
人
事
院
勧

告
・
報
告
後
、
各
人
事
委
員
会

が
勧
告
作
業
に
取
り
か
か
る
こ

と
を
受
け
、
8
月
8
日
に
全
国

人
事
委
員
会
連
合
会
に
対
し
て

「
2
0
2
5
年
給
与
勧
告
等
に

関
す
る
要
請
」
を
行
い
、
特
に

再
任
用
職
員
の
一
時
金
支
給
割

合
に
つ
い
て
、
現
場
か
ら
の
声

と
と
も
に
職
員
間
の
待
遇
差
が

公
平
性
を
損
な
う
点
等
を
指
摘

し
た
。
2
0
2
2
年
に
鳥
取
県

人
事
委
員
会
、
2
0
2
4
年
に

新
潟
市
人
事
委
員
会
が
独
自
に

再
任
用
職
員
の
一
時
金
支
給
月

数
を
常
勤
職
員
と
同
月
数
と
す

る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
都

本
部
と
し
て
も
東
京
地
公
労
に

結
集
し
、
東
京
都
人
事
委
員
会

要
請
や
都
労
連
、
特
区
連
等
と

連
携
し
て
取
り
組
み
を
強
め
る

と
と
も
に
、
自
治
労
本
部
に
対

し
て
も
、こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り

組
み
の
強
化
を
要
請
し
て
い
く
。

各
種
手
当
の
見
直
し
と
今
後
の

闘
争
に
む
け
て

手
当
関
連
に
つ
い
て
は
、
①

交
通
用
具
使
用
者
に
か
か
る
通

勤
手
当
に
つ
い
て
、
現
行
の
支

給
金
額
の
引
上
げ
と
「
1
0
0

㎞
以
上
」
を
上
限
と
す
る
新
た

な
距
離
区
分
の
設
定
、
駐
車
場

等
の
利
用
に
対
す
る
通
勤
手
当

の
新
設
、
②
特
地
勤
務
手
当
等

に
つ
い
て
、
官
署
指
定
の
見
直

し
や
他
の
手
当
と
の
調
整
措
置

の
廃
止
等
、
③
月
例
給
与
水
準

が
、「
地
域
別
最
低
賃
金
に
相

当
す
る
額
」
を
下
回
る
場
合

に
、
そ
の
差
額
を
補
填
す
る
手

当
の
新
設
、
④
在
級
期
間
に
係

る
制
度
の
廃
止
等
の
ほ
か
、
地

域
手
当
に
つ
い
て
は
、
2
0
2

4
勧
告
で
示
さ
れ
た
給
与
制
度

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
2
0
2
5

年
4
月
か
ら
段
階
的
に
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
支
給

割
合
に
つ
い
て
、
2
0
2
6
年

度
の
支
給
割
合
が
示
さ
れ
た
。

2
0
2
5
人
事
院
勧
告
説
明
会

を
開
催

都
本
部
は
8
月
13
日
、
自
治

労
本
部
か
ら
林
鉄
兵
総
合
労
働

局
長
を
講
師
に
招
き
、「
2
0
2

5
人
事
院
勧
告
説
明
会
」
を
Ｓ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
対
面
開
催
し

た
。
31
単
組
75
名
が
参
加
し
、

勧
告
内
容
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
今
後
の
課
題
を
共
有
し

た
。
先
に
挙
げ
た
内
容
の
ほ

か
、
特
に
再
任
用
職
員
の
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
交
渉

に
お
け
る
膠
着
し
た
状
況
、
人

事
院
交
渉
を
踏
ま
え
た
総
務
省

等
へ
の
要
請
も
含
め
た
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
な
ど
が
語

ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
東
京
都
、

特
別
区
の
両
人
事
委
員
会
対
策

も
含
め
、
当
局
や
議
会
に
対
し

て
も
声
を
あ
げ
、
先
を
見
据

え
、
秋
の
闘
争
に
取
り
組
む
べ

く
引
き
続
き
の
結
集
を
お
願
い

し
た
い
と
し
た
。

す
べ
て
の
組
合
員
が
享
受

し
、物
価
上
昇
に
見
合
い
、真
に

生
活
改
善
に
繋
が
る
賃
上
げ
の

獲
得
に
む
け
て
、
こ
れ
か
ら
本

格
化
す
る
賃
金
確
定
闘
争
へ
の

備
え
、
組
合
員
総
結
集
の
も

と
、都
本
部
は
全
力
を
尽
く
す
。

▲対面とウェブのハイブリッド開催により多くの仲間が結集した2025人勧期7．23中央行動

▲勧告内容について説明する林鉄兵総合労働局長
（8月13日・SKホール）

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

参
院
選
で
自
治

労
組
織
内
「
岸
ま

き
こ
」
候
補
は
厳

し
い
選
挙
戦
を
勝

利
し
た
が
、
得
票

数
は
自
治
労
全
組

合
員
の
2
割
程
度
と
、
政
治

活
動
に
対
す
る
関
心
は
極
め

て
薄
い
と
感
じ
る
▼
あ
る
単

組
の
委
員
長
が
、
自
事
業
所

の
経
営
状
況
を
当
局
側
に
問

う
た
が
、
全
く
誠
意
あ
る
回

答
が
出
な
か
っ
た
こ
と
に
怒

り
を
覚
え
、
都
本
部
が
推
薦

す
る
地
元
議
会
議
員
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
当
局
か
ら
過

去
に
な
い
誠
意
あ
る
回
答
が

出
て
来
て
驚
い
た
。
そ
の
後

も
こ
の
議
員
と
連
携
を
取

り
、
議
会
の
中
で
も
課
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
だ
▼
何
よ

り
、
そ
れ
ま
で
と
当
局
側
の

態
度
が
一
変
し
て
聞
く
耳
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
交
渉
も

真
摯
に
議
論
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
議
員

が
地
元
自
治
体
か
ら
都
議
選

に
立
候
補
し
、
単
組
も
推
薦

し
た
こ
と
で
見
事
当
選
を
果

た
し
た
と
い
う
▼
今
後
は
都

議
会
の
中
で
も
課
題
に
つ
い

て
取
り
組
む
こ
と
を
約
束
し

「
労
働
組
合
が
政
治
活
動
に

取
り
組
む
意
義
と
は
こ
の
こ

と
か
」
と
良
く
分
か
っ
た
。

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
気
づ
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
。

（
篠
﨑
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

月例給3．62％（15，014円）・一時金0．05月引き上げ月月例例給給33．．6622％％（（1155，，001144円円））・・一一時時金金00．．0055月月引引きき上上げげ

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1375号（１）2025年9月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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コラム
「
労
働
組
合
加
入
率
、

職
場
に
ど
ん
な
影
響
が
？
」

ⒸHot Property ITAOT Limited2023

冒
頭
、
本
部
の
石
上
中
央
執

行
委
員
長
は
「
近
年
の
豪
雨
災

害
に
対
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
お
見
舞
い
と
、
現
場
で
尽

力
す
る
組
合
員
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
ま
た
、
戦
後
・
被
爆
80

年
を
迎
え
、
平
和
の
尊
さ
と
核

廃
絶
へ
の
責
任
を
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
7
月
の
参
議
院

選
で
は
岸
ま
き
こ
候
補
の
再
選

を
果
た
し
た
が
、
目
標
得
票
数

に
は
届
か
ず
、
組
織
力
の
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
政
治

と
の
関
わ
り
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
反

映
す
べ
き
で
あ
る
。
人
事
院
勧

告
で
は
大
幅
な
賃
上
げ
が
な
さ

れ
、
今
後
の
自
治
体
確
定
闘
争

へ
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
加

え
て
、
組
織
の
強
化
と
運
動
の

底
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

各
層
が
支
え
合
い
な
が
ら
信
頼

を
築
い
て
い
く
姿
勢
が
重
要
で

あ
る
。
皆
で
未
来
の
自
治
労
を

創
る
決
意
を
も
っ
て
本
大
会
に

臨
み
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。
来
賓
に
は
、
連
合
の
清
水

事
務
局
を
は
じ
め
と
し
た
各
関

連
団
体
お
よ
び
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
等
の
政
党
か
ら
代

表
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
今
年
7

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
て
再

選
を
果
た
し
た
岸
ま
き
こ
参
議

院
議
員
よ
り
「
再
選
を
果
た
せ

た
こ
と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、

目
標
得
票
に
届
か
な
か
っ
た
責

任
を
感
じ
て
い
る
。だ
が
、現
場

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
公

立
病
院
の
赤
字
、
非
常
勤
職
員

の
処
遇
、
清
掃
現
場
の
労
働
環

境
改
善
に
む
け
た
声
を
、
こ
れ

か
ら
も
国
政
に
届
け
て
い
く
。

戦
後
・
被
爆
80
年
の
今
こ
そ
、

平
和
の
尊
さ
と
暮
ら
し
を
守
る

政
治
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
、
自
治
労
の

仲
間
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
」
挨
拶
が
あ
っ
た
。

都
本
部
の
臨
む
態
度
と
本
部
答

弁
本
部
の
提
案
す
る
議
案
に
対

し
、
定
期
大
会
に
結
集
し
た
各

県
本
部
か
ら
補
強
や
支
援
を
求

め
る
発
言
が
さ
れ
た
。
都
本
部

は
第
6
回
単
組
代
表
委
員
会
に

て
承
認
さ
れ
た
「
臨
む
態
度
」

に
基
づ
き
、
松
村
委
員
長
が
発

言
し
「
①
再
任
用
職
員
の
賃
金

・
一
時
金
の
水
準
は
現
状
著
し

く
低
く
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
原
則
に
も
反
し
て
お
り
、
早

急
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
②

組
合
費
引
き
上
げ
提
案
は
、
組

織
拡
大
に
取
り
組
む
現
場
の
努

力
を
阻
害
し
、
単
組
に
過
度
な

財
政
負
担
を
強
い
る
可
能
性
が

高
く
、
組
合
員
離
れ
や
自
治
労

離
れ
を
招
く
懸
念
が
あ
る
。
拙

速
な
議
論
で
は
な
く
、
現
場
の

声
を
反
映
し
、
結
論
あ
り
き
で

は
な
い
議
論
を
求
め
る
。
③
次

世
代
育
成
に
つ
い
て
は
、
現
在

ま
で
の
守
る
べ
き
伝
統
は
一
定

維
持
し
な
が
ら
も
、
若
手
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た

運
動
の
再
構
築
を
要
請
す
る
」

と
3
点
に
つ
い
て
本
部
に
見
解

を
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
自
治
労
本
部

は
、「
①
再
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
で
定
年
延
長
を
含
め
た
高

齢
層
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

人
事
院
勧
告
に
む
け
て
こ
れ
ま

で
各
県
本
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
声
を
背
景
に
、
自
治
労

の
総
意
を
地
域
の
実
情
を
含
め

て
強
く
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ

だ
が
、
人
事
院
は
こ
れ
ま
で
の

制
度
を
理
由
を
し
て
改
善
に
至

ら
な
か
っ
た
。
今
後
、
国
に
対

す
る
改
善
を
働
き
か
け
、
来
年

の
勧
告
を
見
据
え
て
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
強
化
を
し
た
い
。

②
組
合
費
水
準
の
引
き
上
げ
に

関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
安

易
な
引
き
上
げ
を
選
択
し
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

今
、
議
論
を
解
消
し
な
け
れ

ば
、
す
で
に
手
遅
れ
目
前
と
受

け
止
め
て
お
り
、
財
政
安
定
化

資
金
に
つ
い
て
も
、
こ
の
ま
ま

で
は
枯
渇
す
る
。
加
え
て
、
組

合
費
の
引
上
げ
分
を
単
組
や
県

本
部
で
補
う
と
す
る
場
合
の
考

え
方
も
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

本
部
と
し
て
は
、
組
織
全
体
で

組
合
費
水
準
と
算
定
方
式
を
含

め
今
後
も
議
論
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
を
述
べ
た
。

代
議
員
に
よ
る
電
子
投
票
の

結
果
、
全
て
の
議
案
が
多
数
の

信
任
に
よ
り
可
決
し
た
も
の

の
、
組
合
費
の
引
き
上
げ
水
準

に
関
す
る
第
4
号
議
案
に
つ
い

て
は
反
対
票
も
多
く
、
本
部
と

各
県
本
部
の
認
識
の
違
い
が
明

ら
か
と
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

本
部
執
行
委
員
に
石
井
利
明
さ

ん
ま
た
、
本
大
会
は
2
年
に
一

度
の
基
本
年
大
会
に
あ
た
り
、

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
役
員
選
挙
で
は
、
東
京
都

本
部
か
ら
石
井
利
明
さ
ん
（
現

本
部
総
合
組
織
局
長
・
東
京
都

本
部
前
書
記
長
・
東
久
留
米
市

職
出
身
）
が
本
部
執
行
委
員
と

し
て
立
候
補
し
、
圧
倒
的
多
数

の
信
任
を
経
て
2
期
目
の
当
選

と
な
っ
た
。

自
治
労
第
99
回
定
期
大
会

再
任
用
職
員
処
遇
・
組
合
費
引
き
上
げ
・
次
世
代
育
成
に

関
す
る
3
点
に
つ
い
て
本
部
の
見
解
を
質
す

8
月
25
日
〜
8
月
27
日
に
か
け
て
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都

宮
に
て
自
治
労
第
99
回
定
期
大
会
が
対
面
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。
自
治
労
全
体
で
代

議
員
6
7
3
人
が
結
集
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
2
0
2
6
―
2
0
2
7

運
動
方
針
（
案
）
を
は
じ
め
と
す
る
全
8
議
案
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
全
て
の
議

案
が
多
数
の
信
任
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、
一
部
の
議
案
に
つ
い
て
は
反
対

票
も
多
く
集
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

▲全国各地から代議員が集い、3日間熟議を重ねた

8
月
4
日
〜
6
日
に
か
け

て
、
被
爆
80
周
年
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
実
行
委
員
会
は
、
広

島
市
内
で
被
爆
80
周
年
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
・
広
島
大
会
を

開
催
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴

え
た
。
今
年
は
広
島
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
1
9
4
5
年
8
月

6
日
か
ら
80
年
の
節
目
を
迎

え
、
全
国
か
ら
約
2
、2
0
0

人
が
集
ま
っ
た
。

被
爆
者
の
証
言
を
未
来
に
継
ぎ

平
和
を
誓
う

1
日
目
は
、
平
和
記
念
公
園

か
ら
開
会
総
会
会
場
の
広
島
県

立
総
合
体
育
館
ま
で
「
折
鶴
平

和
行
進
」
が
行
わ
れ
、
広
島
市

街
を
行
進
し
た
。
そ
の
後
の
開

会
総
会
で
は
、
金
子
哲
夫
大
会

共
同
実
行
委
員
長
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
被
爆
者
の

数
は
今
年
10
万
人
を
割
り
、
平

均
年
齢
は
86
・
13
歳
と
な
る
中

で
、
被
爆
者
の
証
言
に
よ
る
被

爆
の
実
相
の
伝
承
こ
そ
が
核
抑

止
の
力
だ
」
と
述
べ
た
。
次

に
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
代
表

委
員
の
箕
牧
智
之
さ
ん
は
自
身

の
被
爆
に
つ
い
て
、「
原
爆
投

下
の
翌
日
、
私
は
生
後
3
ヶ
月

で
母
と
と
も
に
入
市
被
爆
（
原

爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
2
週
間

以
内
に
親
族
捜
索
な
ど
で
爆
心

地
か
ら
約
2
㎞
以
内
に
立
ち
入

る
こ
と
）
し
た
。
ま
た
、
小
学

生
の
頃
に
は
原
因
不
明
の
高
熱

が
続
き
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入

し
た
高
価
な
注
射
を
打
つ
か
ど

う
か
医
師
か
ら
聞
か
れ
た
が
、

母
は
私
が
助
か
る
な
ら
と
注
射

代
を
払
っ
て
く
れ
た
。
今
思
え

ば
あ
の
症
状
は
原
爆
の
影
響
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
第
28
代
高
校
生
平

和
大
使
と
高
校
生
1
万
人
署
名

活
動
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が

登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
核
廃
絶
に

取
り
組
む
原
動
力
と
な
る
想
い

を
表
明
し
た
。
2
日
目
、
3
日

目
は
分
科
会
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
お
よ
び
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
を
通
じ
て
核
軍
縮
、
脱
原

発
の
現
状
や
世
界
各
国
に
お
け

る
核
廃
絶
に
む
け
た
取
り
組
み

を
学
習
し
た
。

さ
ら
に
、
3
日
目
に
あ
た
る

8
月
6
日
に
は
平
和
記
念
公
園

に
お
い
て
広
島
市
が
主
催
す
る

平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

平
和
宣
言
で
は
、
松
井
一
實
広

島
市
長
は
世
界
中
の
為
政
者
に

む
け
て
、「
自
国
の
こ
と
の
み

に
専
念
す
る
安
全
保
障
政
策
そ

の
も
の
が
国
と
国
と
の
争
い
を

生
み
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
広
島
を
訪
れ
て
被
爆
の
実

相
を
確
か
め
、
平
和
を
願
う

『
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
』
を
理
解

し
、
対
話
を
通
じ
た
信
頼
関
係

に
基
づ
く
安
全
保
障
体
制
の
構

築
に
む
け
た
議
論
を
す
ぐ
に
で

も
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
呼
び
か
け
た
。

核
兵
器
、
戦
争
の
な
い
世
界
に

む
け
て

昨
年
10
月
、
日
本
被
団
協

は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実

現
す
る
た
め
の
努
力
と
核
兵
器

が
二
度
と
使
用
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
証
言
に
よ
っ
て
示

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
。
一
方
、
世
界
で
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
国
が

今
も
戦
争
を
続
け
て
い
る
。
核

保
有
国
の
言
う
「
核
の
保
有
は

抑
止
力
で
あ
る
」
と
い
う
主
張

が
本
当
に
正
し
い
な
ら
ば
、
こ

の
よ
う
な
戦
争
は
起
こ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
は
戦
争
を
実
体
験
と

し
て
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い

年
代
で
あ
る
が
、
被
爆
者
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
最
後

の
世
代
で
も
あ
る
。
私
た
ち
は

核
兵
器
や
戦
争
の
実
相
に
触

れ
、
後
世
へ
語
り
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

被
爆
80
周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

広
島
で
開
催

被
爆
の
実
相
を
未
来
に
伝
承
す
べ
く
、

参
加
者
全
員
で
核
廃
絶
に
む
け
た
意
思
を
固
め
る

▲登壇する第28代高校生平和大使と高校生1万人署名活動実行委員会の皆さん

2
0
2
4
年
厚
生
労
働
省

「
労
働
組
合
基
礎
調
査
」
に
よ

る
と
、
日
本
の
労
働
組
合
の
組

織
率
は
過
去
最
低
の
16
・
1
％

を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

労
働
者
全
体
に
占
め
る
労
働
組

合
員
数
の
割
合
を
示
す
数
値

で
、
3
年
連
続
で
過
去
最
低
を

更
新
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
春
闘
で
は
大
幅
な
賃

上
げ
が
続
き
、
賃
上
げ
と
労
働

組
合
加
入
は
別
物
と
考
え
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昨
年
の
春
闘
で
は
、
労
働
組
合

が
あ
る
企
業
と
無
い
企
業
で
は

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
率
に
約
1
％
の

差
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
民

間
企
業
の
賃
金
水
準
の
向
上
に

は
「
労
働
組
合
」
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。

●
公
務
職
場
に
お
け
る
労
働
組

合
の
役
割
と
課
題

で
は
、
公
務
職
場
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
確
か
に
賃
金
水
準

は
「
人
事
委
員
会
勧
告
」
を
遵

守
す
る
こ
と
や
賃
金
に
つ
い
て

は
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
す
が
、

当
局
の
提
案
に
対
し
て
交
渉
を

行
い
、
賃
金
労
働
条
件
の
向
上

に
む
け
て
活
動
し
て
い
る
の
は

や
は
り
労
働
組
合
で
す
。

ま
た
、「
人
員
不
足
で
残
業

が
多
く
自
分
の
時
間
が
持
て
な

い
」「
育
児
時
短
を
申
請
し
て

も
取
れ
な
い
」「
上
司
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
な
ど
、
個
人

で
は
解
決
が
難
し
い
様
々
な
課

題
を
当
局
に
対
し
改
善
す
る
よ

う
要
求
交
渉
を
行
う
の
も
労
働

組
合
で
す
。

よ
く
「
未
加
入
者
も
恩
恵
が

受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
組
合
運
動

の
基
本
は
「
数
は
力
」
で
す
。

組
合
へ
の
加
入
率
が
高
け
れ
ば

高
い
ほ
ど
、
使
用
者
側
は
労
働

組
合
を
意
識
し
た
対
応
を
と
り

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
率
が
減

少
し
て
し
ま
う
と
、
い
く
ら

「
労
使
対
等
」
と
法
律
で
認
め

ら
れ
て
い
て
も
、
使
用
者
側
と

の
力
関
係
が
崩
れ
、
要
求
に
対

し
誠
実
な
交
渉
を
行
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
組
合
員
の
加
入
が
力
と
な
る

理
由
と
組
合
の
メ
リ
ッ
ト

ま
た
、「
組
合
加
入
の
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
組
合
の

活
用
方
法
や
、
制
度
周
知
が
十

分
で
は
な
い
こ
と
が
原
因
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
組

合
が
組
合
員
に
対
し
て
意
義
や

意
味
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ

と
も
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
組

合
と
し
て
反
省
す
べ
き
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。

各
組
合
で
は
賃
金
労
働
条
件

の
改
善
と
と
も
に
、
各
種
の
福

利
厚
生
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
例
え
ば
各
種
の
施
設

利
用
補
助
や
物
資
あ
っ
せ
ん
な

ど
、
組
合
員
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
事
業
と
と
も
に
、
金
銭
的
な

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
自
治
労
共

済
」
も
あ
り
ま
す
。
ど
れ
を
と

っ
て
も
組
合
員
で
な
け
れ
ば
利

用
で
き
な
い
制
度
で
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
が
普
段
何
気

な
く
感
じ
て
い
る
「
職
場
に
電

子
レ
ン
ジ
が
欲
し
い
」「
空
調

が
効
か
な
い
」、「
福
利
厚
生
を

も
っ
と
充
実
し
て
欲
し
い
」
な

ど
一
個
人
の
考
え
と
し
て
、
大

き
く
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
課

題
の
解
決
に
む
け
�
一
人
の
声

は
皆
の
声
�
と
改
善
す
る
よ
う

要
求
交
渉
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
も
労
働
組
合
で
す
。

労
働
組
合
は
�
組
合
員
の
一

番
の
味
方
�
で
す
。
普
段
皆
さ

ん
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で

も
ご
自
身
の
労
働
組
合
に
話
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
今
日

と
は
違
う
明
日
が
訪
れ
る
は
ず

で
す
。

▲発言する松村委員長

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．○○食えば鐘が鳴るなり法隆寺。
2．テレビ画面の大きさの単位。
3．医師がつける診療記録。
4．間取り図で台所を表すアルファベット文字。
7．○○○寒さも彼岸まで。
9．財務書類をチェックする、会計○○○。
10．○○○をつかれた、その通りだよ。
12．ウール100％の○○○でマフラーを編む。
14．意気投合する＝○○が合う。
15．お米はこの植物の実です。

ヨコのカギ
1．先史時代の貝殻など、廃棄物が遺跡になった所。
5．元素記号は「Au」、鉱脈で採掘。
6．釣りで使う擬餌針。
8．海外では「メトロ」「チューブ」とも。
11．秋に、産まれた川へ遡って産卵する魚。
13．9月は○○○○月間、避難訓練や備蓄の見直しを。
16．大海原に「無人の○○」がポツン。
17．睡眠中にムニャムニャひとりごと。

「狭山事件の第4次再審請求において鑑定人の証人尋問を
おこない再審を開始することを求める署名」にご協力を！

狭山事件は1963年の強盗殺人事件で、部落差別を背景にした冤罪事件
として長く問題視されています。被告の石川一雄さんは、無実にもかか
わらず冤罪の濡れ衣をかぶせられ、長年にわたり再審を求めて闘ってき
ました。
石川さんの急逝により第3次再審請求は終了しましたが、その遺志を

引き継ぎ、妻の石川早智子さんが2025年4月4日に第4次再審請求を申
し立てました。弁護団は新証拠287点を再提出し、鑑定人11人の証人尋
問の実施を求めています。
自治労東京都本部はこの取り組みを支援し、再審開始を求める署名運

動への協力を呼びかけています。署名用紙や締切については所属の組合
までお問い合わせください。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。

▲本部役員に信任された
石井利明さん

●締切 2025年9月29日（月）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●8月1日号 漢字パズルの答え「海外旅行」
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2
0
2
3
年
10
月
7
日
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
「
壁
（
分
離
壁
）」

で
封
鎖
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の

ガ
ザ
地
区
か
ら
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
が
越
境
攻
撃
を
行
い
、

そ
れ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

は
「
壁
の
向
こ
う
」
へ
す
さ
ま

じ
い
報
復
攻
撃
を
行
っ
た
。
5

万
人
を
超
え
る
死
者
。
そ
の
う

ち
1
万
8
千
人
以
上
が
子
ど
も

と
い
う
惨
状
で
、
停
戦
が
見
え

な
い
中
、
そ
の
数
は
い
ま
も
増

え
続
け
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
封
鎖
で

外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
ガ

ザ
に
入
る
こ
と
が
困
難
な
中
、

2
0
2
4
年
7
月
、
同
じ
く

「
壁
」
で
分
離
さ
れ
た
パ
レ
ス

チ
ナ
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区

に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
堪
能
な
中

東
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
川
上
泰
徳

記
者
が
取
材
に
入
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
「
占

領
」
の
実
態
を
あ
ら
た
め
て
浮

き
彫
り
に
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
側
の
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
か
ら
ヘ
ブ
ロ
ン
へ
、
そ
し

て
、
今
年
3
月
の
米
国
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
で
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
賞
を
受
賞
し
た
『
ノ

ー
・
ア
ザ
ー
・
ラ
ン
ド

故
郷

は
他
に
な
い
』
で
舞
台
と
な
っ

た
マ
サ
ー
フ
ェ
ル
・
ヤ
ッ
タ
に

も
入
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ

る
攻
撃
、
破
壊
、
ユ
ダ
ヤ
人
入

植
者
の
暴
力
の
激
化
を
目
の
当

た
り
に
。

一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で
は

国
民
の
多
く
が
「
壁
」
の
外
の

惨
状
＝
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
行
動

を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が

語
ら
れ
る
中
、
兵
役
を
拒
否
す

る
三
人
の
若
者
が
い
た
。
そ
し

て
、
傷
つ
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人

を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ

ス
ラ
エ
ル
人
も
い
た
。

新
聞
記
者
と
し
て
、
長
年
、

中
東
を
取
材
し
、
ボ
ー
ン
・
上

田
記
念
国
際
記
者
賞
の
受
賞
経

験
も
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

川
上
泰
徳
氏
が
メ
モ
帳
を
携
帯

カ
メ
ラ
に
持
ち
替
え
て
、
取
材

の
す
べ
て
を
映
像
と
し
て
記
録

し
た
。

私
は
組
合
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。
入
職
し
た
て
の

頃
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
大
き
な
魅

力
を
感
じ
て
い
た
。
秋
葉
原
に

某
大
型
家
電
店
が
開
店
し
、
当

時
高
価
だ
っ
た
パ
ソ
コ
ン
が
安

値
で
売
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
徹

夜
で
並
ん
で
購
入
し
た
り
、
パ

ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
パ
ソ
コ

ン
を
自
作
し
た
り
し
た
も
の

だ
。
ち
な
み
に
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
つ
い
て
は
、
周
り
が
ガ

ラ
ケ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
き
か

ら
使
っ
て
お
り
、
か
れ
こ
れ
20

年
近
く
の
歴
が
あ
る
。

現
在
、
組
合
活
動
の
現
場
で

は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
レ
ジ
ュ
メ
等

が
す
べ
て
紙
、
連
絡
は
ほ
と
ん

ど
電
話
、
執
行
委
員
会
等
の
会

議
は
す
べ
て
対
面
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
組
合
活
動
に
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
上
記
の
状
況
を
改

善
し
、
組
合
活
動
を
活
発
化
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
手
当
申

請
や
慶
弔
費
の
受
付
を
ア
プ
リ

上
で
行
う
こ
と
で
、
書
類
の
管

理
や
集
計
作
業
が
簡
素
化
さ

れ
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
有
効
活

用
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
時
間
と
人
員
の

中
で
も
、
よ
り
質
の
高
い
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
ア
プ
リ
内
で
掲
示
板

や
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

情
報
発
信
を
可
能
に
し
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
出
欠
確
認
な
ど

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で
き
る

た
め
、
事
務
作
業
の
効
率
化
に

も
寄
与
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
で
、
特
に
若
年
層
と
の
つ
な

が
り
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
う

し
て
活
動
の
「
見
え
る
化
」
や

「
利
便
性
向
上
」、「
事
務
効
率

化
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

私
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
日
本

一
の
組
合
」
を
目
標
と
し
て
い

く
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
単
な
る
道
具

で
は
な
く
、
組
合
の
未
来
を
支

え
る
基
盤
で
あ
り
、
組
合
員
一

人
ひ
と
り
の
声
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
な
る
。

ふ
く

だ

ひ
ろ
ひ
さ

三
鷹
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

福
田

浩
久

『
組
合
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
壁
の
外
側
と
内
側

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
記
』

な
ぜ
こ
の
戦
争
が
続
く
の
か
。

10
・
7
後
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
を
こ
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
っ
た

�出身県：三重県
�組合経歴：
2019年10月 執行委員
2021年10月 副執行委員長
2023年12月 書記長
2025年1月 執行委員長

�2025年8月30日（土）より渋谷ユーロス
ペースにてロードショー
☎03－3461－0211
ⒸKawakami Yasunori

8
月
2
日
〜
3
日
に
か
け
て
、
自

治
労
は
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

第
45
回
全
国
保
育
集
会
を
開
催
し

た
。
全
国
か
ら
6
6
1
名
、
う
ち
都

本
部
か
ら
は
32
名
が
参
加
し
、
1
日

目
は
全
体
会
、
2
日
目
は
各
職
域
に

分
か
れ
て
5
つ
の
分
科
会
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
集
会
は
保
育
等
に
関
す

る
現
状
、
課
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
今
後
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1
9
8
0
年

以
降
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
を
除
い
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
岸
ま
き
こ
参
議
も
参
加

し
、
保
育
職
場
の
課
題
を
国
政
へ
届

け
る
決
意
を
述
べ
た
。

1
日
目
の
全
体
会
で
は
、
は
じ
め

に
自
治
労
本
部
の
佐
藤
剛
士
社
会
福

祉
評
議
会
議
長
か
ら
「
本
日
は
6
0

0
人
を
超
え
る
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
現
場
の

声
を
聞
け
る
国
会
議
員
は
他
に
い
な

い
。
こ
れ
こ
そ
が
自
治
労
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
。
皆
さ
ん

の
現
場
の
課
題
や
苦
労
を
積
極
的
に

挙
げ
て
い
た
だ
き
、
自
治
労
と
し
て

取
り
ま
と
め
て
国
政
へ
し
っ
か
り
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、「
子
ど
も
の
権
利
と
し

て
の
『
保
育
』
〜
先
が
見
通
せ
な
い

時
代
に
、
足
元
で
『
協
働
性
』
を
耕

そ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
益
社
団

法
人
子
ど
も
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の

田
中
文
子
共
同
代
表
よ
り
ご
講
演
い

た
だ
い
た
。
田
中
共
同
代
表
は
保
育

の
本
質
に
つ
い
て
触
れ
、「
現
代
社

会
で
は
育
児
と
い
う
と
、
家
庭
で
動

け
る
母
親
の
役
割
で
、
そ
こ
を
支
援

す
る
構
図
を
描
き
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、
昔
か
ら
人
間
が
子
ど
も
を
産

み
育
て
て
き
た
有
り
様
を
見
る
と
、

母
親
や
父
親
が
育
て
て
き
た
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
は
本
来
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
育
つ
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
つ

ま
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
・
子
ど
も

が
育
つ
と
い
う
営
み
は
『
共
同
的
』

『
相
互
的
』
な
も
の
だ
」
と
し
た
う

え
で
、「
と
こ
ろ
が
現
代
社
会
で
は

市
場
化
に
よ
っ
て
こ
の
保
育
の
本
質

が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
市
場
化
に

よ
っ
て
保
育
が
商
品
化
さ
れ
、
民
間

の
競
争
原
理
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
来
は
保
護

者
と
保
育
者
は
一
緒
に
話
し
合
っ

て
、
よ
り
良
い
保
育
を
考
え
て
い
く

関
係
性
の
は
ず
な
の
に
、
保
護
者
は

消
費
者
と
し
て
保
育
者
に
対
し
て
無

責
任
な
苦
情
を
言
う
よ
う
に
な
り
、

保
育
者
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し

て
そ
れ
に
対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
た
。
保
育
は
サ
ー
ビ
ス
商
品

で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
共
有
財
産

で
あ
る
。
保
育
の
質
は
ス
ピ
ー
ド
や

効
率
性
な
ど
で
測
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。『
こ
ど
も
の
た
め
に
』
か
ら

『
こ
ど
も
と
と
も
に
』
へ
発
想
を
転

換
す
る
こ
と
が
、
今
の
保
育
を
め
ぐ

る
厳
し
い
状
況
を
変
え
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
語
っ
た
。

最
後
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
自
治

労
本
部
の
門
﨑
正
樹
社
会
福
祉
評
議

会
事
務
局
長
が
「
保
育
の
現
場
で
働

く
皆
さ
ん
は
本
当
に
忙
し
く
大
変
な

状
況
だ
。
そ
の
皆
さ
ん
が
声
を
あ
げ

る
こ
と
は
子
ど
も
の
た
め
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
全
体
会
は
終
了

し
た
。

2
日
目
の
分
科
会
は
、保
育
、児
童

館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、幼
稚
園
、

保
育
現
業
の
各
職
域
に
分
か
れ
て
講

演
や
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
た
。

第45回全国保育集会に661名が参加
保育の本質や現場課題を共有 各職域で分科会も実施

▲第45回全国保育集会
全体会の様子

監
督
：
川
上
泰
徳
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